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令和5年4月9日(1) 大阪本苑だより

お
ひ
な
ま
つ
り
開
催

　

春
季
慰
霊
大
祭
祭
典
後
に
歓
ぎ
の
家
に
て

「
お
ひ
な
ま
つ
り
」を
行
い
ま
し
た
。お
ひ
な
様

の
前
で
記
念
撮
影
を
し
、ひ
な
あ
ら
れ
を
配
布
、

そ
の
後
、は
ま
ぐ
り
の
貝
の
絵
合
わ
せ
ゲ
ー
ム

を
し
上
手
に
絵
を
合
わ
せ
る
子
供
か
ら
笑
顔

が
見
ら
れ
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

少
年
8
人
青
年
2
人
の
参
加
で
し
た
。

 

大
阪
本
苑
3
月
月
次
祭
執
行

　

３
月
12
日
午
前
10
時
、
春
の
陽
気
の
中
大

本
大
阪
本
苑
３
月
月
次
祭
が
斎
主
足
立
正
文

参
事
の
も
と
、
厳
粛
に
執
行
さ
れ
た
。
祭
典

は
、
祓
式
行
事
、
献
饌
、
斎
主
「
月
次
祭
祝

詞
・
誕
生
祭
祝
詞
」
「
世
界
平
安
安
全
祈
願

祝
詞
並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
早
期
終

息
祈
願
祝
詞
」
を
奏
上
。
玉
串
捧
奠
で
は
、

斎
主
、
神
戸
本
苑
田
渕
八
洲
雄
氏
、
各
代
表
、

参
拝
者
・
誕
生
祭
参
拝
者
代
表
が
各
々
敬
虔

に
捧
げ
た
。
神
言
奏
上
、
讃
美
歌
斉
唱
。
続

い
て
、
乙
姫
様
礼
拝
の
後
、
祭
員
・
伶
人
退

殿
。
水
田
千
寿
参
事
に
よ
る
「
い
づ
の
め
し

ん
ゆ
」
拝
読
。
本
苑
長
挨
拶
で
は
『
教
主
様

に
御
下
附
い
た
だ
き
ま
し
た
絵
の
風
炉
先
屏

風
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
の
で
、
教
主
様
に

ご
確
認
い
た
だ
き
ご
揮
毫
を
お
願
い
し
て
お

り
ま
す
。
お
披
露
目
を
兼
ね
て
来
月
の
大
祭

に
歓
ぎ
の
家
で
観
桜
茶
会
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
拝
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
節
分
大
祭
の
ご
あ
い
さ

つ
に
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
平
日
で
は
あ
り
ま

す
が
、
本
苑
か
ら
弥
仙
山
祭
典
の
団
体
参
拝

バ
ス
を
出
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
皆
様

の
お
誘
い
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

そ
し
て
今
月
も
本
苑
の
冠
沓
句
に
多
く
の
ご

投
稿
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
後

程
、
本
苑
の
部
の
表
彰
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
来
月
も
奮
っ
て
よ
り
多
く
の
投
稿
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
後
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
の
機
運
を
高
め
る
た
め
ミ
ニ
講
話
と
し

て
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
1
0
0
周
年
の
記
念
行
事
に
つ

い
て
皆
様
に
は
っ
ぱ
を
か
け
に
、
神
戸
本
苑

の
田
淵
八
洲
雄
さ
ま
と
大
阪
の
加
賀
見
明
男

さ
ま
に
来
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
最
後
に
な
り

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
者
が
減
少
傾
向
で
は

あ
り
ま
す
が
、
引
き
続
き
来
月
も
多
く
の
皆

さ
ま
と
共
に
参
拝
で
き
ま
す
よ
う
に
、
コ
ロ

ナ
の
終
息
並
び
に
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の

軍
事
紛
争
が
一
日
で
も
早
く
終
息
し
、
合
わ

せ
て
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
大
地
震
に
お
い
て
一

日
も
早
く
平
安
が
訪
れ
ま
す
よ
う
に
祈
願
祝

詞
の
継
続
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
』
と
述

べ
た
。
続
い
て
芸
術
部
よ
り
冠
沓
句
の
表
彰

で
貝
塚
分
所
の
内
藤
義
雄
さ
ん
が
選
ば
れ

た
。
そ
の
後
水
田
良
司
編
集
部
長
に
よ
る
お

知
ら
せ
、
そ
れ
か
ら
、
月
次
祭
ミ
ニ
講
話
と

し
て
神
戸
本
苑
の
田
渕
八
洲
雄
氏
に
よ
る

『
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
普
及
会
創
立
１
０
０
周

年
と
歌
祭
り
』
と
題
し
た
講
話
を
拝
聴
し
、

続
い
て
大
阪
の
加
賀
見
明
男
氏
に
よ
る
『
エ

ス
語
か
わ
ら
版
』
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。
そ

し
て
、
直
会
に
移
り
最
後
に
全
員
で
基
本
宣

伝
歌
を
斉
唱
し
終
了
と
な
っ
た
。
歓
ぎ
の
家

で
は
み
ど
り
会
に
よ
る
「
お
ひ
な
ま
つ
り
」

が
あ
り
、
各
所
に
て
文
化
教
室
が
開
催
さ

れ
、
ご
神
前
で
は
分
所
支
部
長
会
議
が
行
わ

れ
た
。　
　
　
　
　

（
参
拝
者
1
6
1
人
）

エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
に
力
を
入
れ
て

　

大
阪
本
苑
春
季
慰

霊
大
祭
が
感
染
対
策

を
取
り
な
が
ら
参
拝

者
の
制
限
を
せ
ず
に
、

令
和
5
年
3
月
26
日

（
日
）
午
前
10
時　

斎
主
高
瀬
健
二
次
長

の
も
と
、
厳
粛
に
執

り
行
わ
れ
た
。
大
神
様
に

「
慰
霊
大
祭
奏
上
祝
詞
」

「
世
界
平
安
安
全
祈
願
祝
詞

並
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
早
期
終
息
祈
願
祝
詞
」
を

奏
上
。
天
津
祝
詞
を
参
拝
者

全
員
で
奏
上
、
特
設
祭
壇
前

に
祭
員
移
動
、
招
魂
、
献
饌
、

斎
主
「
春
季
慰
霊
大
祭
祝

詞
」
。
玉
串
捧
呈
で
は
、
斎

主
、
宣
伝
使
代
表
、
分
所
支

部
長
代
表
、
令
和
四
年
度
後

期
遺
族
代
表
者
が
敬
虔
に
捧

げ
た
。
神
言
、
讃
美
歌
斉
唱

へ
と
進
み
、
先
人
の
遺
徳
を

偲
び
、
感
謝
と
敬
虔
な
祈
り

を
捧
げ
た
。
退
殿
後
、
二
絃

の
会
に
よ
る
八
雲
琴
2
曲
が

奉
納
さ
れ
、
本
苑
長
挨
拶
、

久
し
振
り
に
直
会
に
移
り
、

そ
の
後
、
「
な
に
は
づ
芸
術

文
化
祭
」
と
し
て
、
冠
沓
句

巻
開
き
が
あ
り
又
、
青
松
会

に
よ
る
霊
界
物
語
『
北
光
開

眼
』
の
役
割
拝
読
、
幼
児
か

ら
年
配
の
方
14
名
の
有
志
に

よ
る
ぼ
た
え
も
ん
童
話
『
夢

の
浦
島
』
の
寸
劇
が
行
わ
れ

た
。
最
後
に
帰
魂
と
な
り
、
全
員
で
基
本
宣
伝

歌
を
斉
唱
し
無
事
終
了
と
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
拝
者
1
4
4
人

【
本
苑
長
挨
拶
】

累
代
（
る
い
だ
い
）
の
霊
を
天
国
に
す
く
ふ
は

子
孫
の
愛
善
の
徳
（
聖
師
さ
ま
歌
）  

　

累
代
の
祖
先
の
御
霊
を
天
国
に
救
う
こ
と
は

子
孫
の
大
切
な
務
め
で
す
。
聖
師
さ
ま
は
、

春
季
慰
霊
大
祭
執
行

斎主「月次祭祝詞」奏上斎主「月次祭祝詞」奏上

斎主「春季慰霊大祭祝詞」奏上斎主「春季慰霊大祭祝詞」奏上

玉串捧奠（神戸本苑田渕八洲雄氏）玉串捧奠（神戸本苑田渕八洲雄氏）

玉串捧奠（参拝者代表）玉串捧奠（参拝者代表）

玉串捧呈（遺族代表）玉串捧呈（遺族代表）

本苑長挨拶本苑長挨拶 「おほもとしんゆ」拝読「おほもとしんゆ」拝読

乙姫様礼拝乙姫様礼拝

冠沓句の表彰冠沓句の表彰

講話する
田渕八洲雄氏
講話する
田渕八洲雄氏

講話する
加賀見明男氏
講話する
加賀見明男氏

玄関払い玄関払い

エスペラントで
三首のお歌
エスペラントで
三首のお歌



松
山
だ
よ
り

松
山
ご
奉
仕
は
、第
1
、3
、5
土

曜
日
と
本
苑
月
次
祭
前
の
木
曜

日
の
午
前
9
時
に
大
阪
本
苑
か

ら
出
発
し
ま
す
。 

次
回
は
4
月
15

日（
土
）・
29
日（
土
）で
す
。

来
月
は
5
月
6
日
（
土
）・
11
日

（
木
）・
20
日
（
土
）
で
す
。

（
天
候
、
そ
の
他
に
よ
り
中
止
の
場
合
が
あ

り
ま
す
。）

な
に
は
づ
短
歌
会
〔
第
百
三
十
五
回
〕 

　

3
月
11
日
（
土
）
浅
田
弘
子
先
生
ご
指
導
の

も
と
開
催
。　

参
加
者
15
名　

詠
草
30
首

【
3
月
の
詠
草
よ
り
】　
（
敬
称
略
）　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
島
村
　
直
子

苔
庭
の
小
さ
き
草
を
間
引
き
を
り

手
の
ひ
ら
置
け
ば
ス
ギ
ゴ
ケ
の
圧

　
　
　
　
　
　
　
　
増
井
　
さ
え
子

三
十
二
年
励
み
し
治
療
院
を

処
分
せ
む
と
夫
は
決
意
し
寡
黙
と
な
り
ぬ

　
　
　
　

・
・
・
・
・
・
・
・
・

短
歌
会
は
毎
月
本
苑
月
次
祭
の
前
日
の
土
曜
日

午
後
1
時
よ
り
開
催
し
て
い
ま
す
。

詠
草
は
本
苑
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

な
に
は
づ
短
歌
会
報
告

令和5年4月9日(2) 大阪本苑だより

　

日
ご
と
に
春
め
い
て
き
た
3
月
18
日

（
土
）
午
後
1
時
よ
り
斎
主
＝
畠
山
敦
子
、

祭
員
＝
山
田
洋
子
・
伊
藤
千
代
美
・
山
本
美

幸
、
伶
人
＝
小
野
な
お
み
・
西
野
萩
枝
各
氏

に
よ
り
清
々
し
く
執
行
さ
れ
た
。

成
田
恭
子
・
前
田
裕
美
子
各
氏
は
、
つ
る
か

め
抄
『
教
育
編
』
を
拝
読
。
参
拝
者
は
55

名
。
祭
典
後
は
伊
藤
忠
茂
本
苑
長
よ
り
4
月

1
日
・
2
日
天
恩
郷
月
次
祭
お
茶
席
ご
奉
仕

の
要
請
が
あ
っ
た
。
ま
た
昨
年
の
教
主
様
お

作
品
展
で
頂
い
た
3
枚
の
絵
が
風
炉
先
屏
風

に
な
り
ま
し
た
。
本
苑
で
の
4
月
春
季
大
祭

で
お
茶
席
が
復
活
致
し
ま
す
の
で
初
お
目
見

え
と
い
う
事
で
そ
の
日
は
桜
を
愛
で
て
お
茶

席
で
ゆ
っ
く
り
し
て
頂
き
た
い
と
の
呼
び
か

3
月
乙
姫
様
月
次
祭
執
行

け
が
あ
っ
た
。
水
田
千
寿
連
合
会
長
か
ら
は

「
お
知
ら
せ
」
の
後
、
本
日
教
主
様
生
誕
祭

慶
祝
「
全
国
愛
善
歌
オ
ン
ラ
イ
ン
奉
納
」
を

収
録
し
ま
す
の
で
ご
希
望
の
方
は
お
残
り
下

さ
い
と
の
事
、
ま
た
直
会
当
番
さ
ん
へ
お

餅
・
昆
布
・
じ
ゃ
こ
の
お
下
が
り
に
つ
い
て

月
次
祭
で
は
お
餅
を
80
個
用
意
し
ま
す
の
で

半
分
に
切
っ
て
半
紙
に
お
餅
・
昆
布
・
じ
ゃ

こ
を
包
ん
で
お
下
が
り
と
す
る
よ
う
に
決
め

ま
し
た
の
で
今
後
こ
の
よ
う
に
お
願
い
し
ま

す
と
伝
え
ら
れ
た
。
松
山
で
採
取
し
た
ミ
カ

ン
の
ジ
ュ
ー
ス
と
お
下
が
り
の
リ
ン
ゴ
を
い

た
だ
き
最
後
は
「
基
本
宣
伝
歌
」
を
斉
唱
し

て
散
会
と
な
っ
た
。

〈
秀
調
〉
（
敬
称
略
）

高
槻　

黒
川 

肇
子　
　
三
島　

神
門　

明
子

三
島　

田
中 

文
子　
　
枚
方　

浅
田　

秋
彦

城
東　

橋
本 

早
苗　
　
神
路　

宇
佐
美 

日
出
子

神
路　

宇
佐
美 
賢
治

〈
特
別
秀
調
〉
（
敬
称
略
）

高
槻　

西　

 

ヒ
ロ
子　
枚
方　

浅
田 

弘
子

枚
方　

近
藤 

晴
美　
　
曙　
　

伊
藤 

忠
茂

《
四
光
明
》
（
敬
称
略
）

　

〈
軸
〉　
　
　
　
東
大
阪　
枝
廣　

忠
夫

　

〈
人
〉　
　
　
　
貝
塚　　
伊
藤　

香

　

〈
地
〉　
　
　
　
三
島　　
矢
野　

義
男

　

〈
天
〉　
　
　
　
枚
方　　
浅
田　

秋
彦

何
気
な
い
仕
草
に
答
う
夫
婦
愛

何
気
な
い
言
葉
ひ
と
つ
に
気
づ
か
い
を

過
ぎ
て
ゆ
く
日
々
を
追
わ
ず
に
今
が
良
し

迷
わ
ず
に
堂
々
伝
う
み
教
え
を

 

冠
沓
句

第
３５
回
冠
沓
句
巻
開
き

「
子
孫
が
行
う
祭
祀
の
善
徳
よ
っ
て
そ
の
神

霊
は
向
上
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
の
お
示
し

を
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
出
口
日
出
麿
尊

師
さ
ま
は
、
「
わ
れ
わ
れ
現
界
人
は
、
あ
く

ま
で
、
大
神
さ
ま
の
思
し
召
し
に
か
な
う
行

動
を
し
、
か
つ
、
大
神
さ
ま
、
な
ら
び
に
祖

霊
さ
ま
を
、
で
き
る
か
ぎ
り
丁
重
に
、
心
か

ら
お
祭
り
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
現
界

で
、
心
か
ら
の
お
祭
り
を
た
び
た
び
す
れ
ば
、

し
た
が
っ
て
、
霊
界
は
お
勇
み
に
な
る
の
は

知
れ
き
っ
た
こ
と
で
あ
る
」
と
お
示
し
く
だ

さ
っ
て
お
り
ま
す
。
現
界
の
子
孫
の
祈
り
は
、

必
ず
霊
界
の
祖
先
に
届
き
、
真
心
か
ら
な
る

み
た
ま
ま
つ
り
は
、
必
ず
祖
先
の
神
霊
の
幸

せ
と
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し
て
、
祖

先
の
幸
せ
は
現
界
に
写
り
、
私
た
ち
の
幸
せ

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
と
、
私

た
ち
は
み
た
ま
ま
つ
り
の
大
切
さ
を
教
え
ら

れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
現
在
、
世
界
で
は

コ
ロ
ナ
ウ
ｲ
ル
ス
の
感
染
並
び
に
テ
ロ
や
侵

略
戦
争
そ
し
て
様
々
な
災
害
に
よ
り
多
く
の

方
々
が
亡
く
な
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て

い
じ
め
等
様
々
な
問
題
に
よ
り
自
殺
す
る
人

が
後
を
絶
え
ま
せ
ん
！
ま
た
、
最
近
は
臓
器

移
植
の
話
題
は
聞
き
ま
せ
ん
が
現
在
も
粛
々

と
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
突
如
亡
く
な
ら
れ
た

多
く
の
方
々
が
霊
界
で
迷
っ
て
お
ら
れ
、
霊

界
が
非
常
に
混
乱
し
て
お
り
、
そ
の
余
波
が

現
界
に
も
写
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
教
主
さ
ま
は
万
霊
社

新
設
に
当
た
り
、
「
霊
界
が
変
わ
れ
ば
現
界

が
変
わ
っ
て
く
る
。
必
ず
良
い
影
響
が
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
で
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
私
た

ち
は
、
祖
霊
さ
ま
、
万
霊
さ
ま
方
が
大
神
様

の
ご
守
護
の
も
と
、
霊
界
で
救
わ
れ
、
さ
ら

に
向
上
さ
れ
、
喜
び
勇
ま
れ
る
よ
う
に
努
め

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
」
と
お
示
し

く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
は
万
霊
社

に
臨
時
の
慰
霊
祭
を
申
込
ん
で
い
た
だ
き
ま

す
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
日
々

神
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
“
世

界
の
大
難
を
小
難
に
小
難
を
無
難
に
“
と
大

神
さ
ま
に
真
剣
に
祈
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
そ

し
て
霊
界
が
清
ま
り
ま
す
よ
う
に
神
言
を
奏

上
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

〈 天 〉浅田秋彦様〈 天 〉浅田秋彦様

〈 軸 〉
枝廣忠夫様
〈 軸 〉
枝廣忠夫様

〈 人 〉
伊藤香様
〈 人 〉
伊藤香様

〈 地 〉
矢野義男様
〈 地 〉
矢野義男様

八雲琴　ニ絃の会
「五十鈴川」　「百枝の松」

ぼたえもん童話劇　有志
「夢の浦島」

霊界物語役割拝読　青松会　
　「北光開眼」第6巻第35章

第
35
回
な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭
開
催



●
教
主
生
誕
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　
5
月
4
日（
木
・
祝
）午
前
10
時
よ
り
、教
主
生

誕
祭
と
三
代
様
・
尊
師
様
生
誕
祭
の
遥
拝
祭
を

執
行
致
し
ま
す
。多
数
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

●
み
ろ
く
大
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

　

5
月
5
日（
金
・
祝
）午
前
10
時
よ
り
、み
ろ

く
大
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま
す
。多
数
の
ご

参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
本
苑
祭
式
講
習
会・

　
葬
祭
研
修
会
お
知
ら
せ

　

春
の
祭
式
講
習
会
・
葬
祭
研
修
会
を
次
の
通
り

開
催
致
し
ま
す
。祭
式
の
大
切
さ
を
皆
様
と
共
に

学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
祭
式
講
習
会 

【
日
時
】6
月
3
日（
土
） 

午
前
9
時
〜

        

6
月
4
日（
日
）     

〜
17
時

【
参
加
費
】無
料（
但
し
昼
食
各
自
負
担
）

【
持
物
】動
き
易
い
服
装
、テ
キ
ス
ト「
大
本
祭
式
」

　
　
　

教
本（
5
0
0
円
に
て
配
布
）

○
葬
祭
研
修
会

【
日
時
】6
月
4
日（
日
）
午
前
9
時
〜
16
時

　
　
　

葬
祭
式
次
第（
司
会
用
）を
も
と
に

　
　
　

招
魂
式・発
葬
式
を
研
修
し
ま
す
。

※
各
分
所
支
部
か
ら
必
ず
一
人
以
上
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

令
和
5
年
3
月
31
日（
金
）午
前
10
時
よ
り
二

代
教
主
毎
年
祭
遥
拝
祭
が
斎
主
松
本
達
也
相

談
役
の
も
と
執
行
さ
れ
た
。祓
式
行
事
の
後
、斎

主
が「
二
代
教
主
毎
年
祭
遥
拝
祭
祝
詞
」を
奏
上
、

引
き
続
き「
世
界
平
安
・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス

早
期
終
息
祈
願
祝
詞
」を
奏
上
し
て
二
代
様
を

お
偲
び
す
る
と
と
も
に
、ロ
シ
ア
軍
に
よ
る
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
一
日
も
早
い
収
束
を
祈
願
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

参
拝
者
4
人

二
代
教
主
毎
年
祭
遥
拝
祭
執
行（
７1
年
）

  

●
弥
仙
山
参
拝
団
体
バ
ス
ご
案
内

　
4
月
28
日
（
金
）
の
「
弥
仙
山
岩
戸
開
き

1
2
0
周
年
記
念
祭
典
」
に
大
阪
本
苑
か
ら

遥
拝
場
所
の
弥
山
会
館
ま
で
の
団
体
中
型
バ
ス

（
定
員
27
名
）
を
運
行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
現
在
、
希
望
者
は
28
名
で
1
名
が
キ
ャ
ン

セ
ル
待
ち
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
山
頂
で
の
参

拝
を
希
望
さ
れ
る
方
は
集
合
時
間
が
早
い
為
、

本
部
に
直
接
お
申
込
み
頂
き
各
自
で
お
越
し
頂

き
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

            

（
大
本
誌
4
月
号
参
照
）

※
大
阪
駅
合
流
場
所
は
節
分
大
祭
団
体
バ
ス

　

集
合
場
所
と
同
じ
で
す
。

7：00
7：30
8：00

10:20
11:00
　　　
14:00
16:30
17:00

大阪本苑集合(時間厳守）
松虫通り出発
大阪駅（合流）
　(途中トイレ休憩)
弥仙会館到着
祭典執行(遥拝）
　直会
現地出発
大阪駅着
大阪本苑着

【当日のバス運行】
4月28日㈮

ユーチューブ
「人類愛善会大阪」
チャンネルで
配信中

ユーチューブ
「人類愛善会大阪」
チャンネルで
配信中

浅田 秋彦 講師浅田 秋彦 講師

令和5年4月9日(3) 大阪本苑だより

　

大
阪
本
苑
で
は
、毎
月
2
〜
3
回
土
曜
日
に

『
大
本
常
設
講
座
』を
開
催
し
て
い
ま
す
。

未
信
徒
・
家
庭
内
未
信
徒
の
お
誘
い
合
わ
せ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

【
開
催
予
定
日
】

4
月
15
日
・
4
月
22
日

5
月
6
日
【
中
止
】・
5
月
20
日
・
5
月
27
日

●
大
本
生
き
が
い
常
設
講
座
ご
案
内

　

大
阪
本
苑
は
、
天
恩
郷
月
次
祭
の
添
釜
を
3

年
ぶ
り
に
担
当
し
た
。
4
月
2
日
（
日
）、
万
祥

殿
南
庭
の
野
点
席
に
23
人
が
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂

い
た
。
青
松
会
、
青
年
部
か
ら
も
参
加
者
が
あ

り
、
中
で
も
本
苑
文
化
教
室
茶
道
初
心
者
コ
ー

ス
で
学
ん
で
い
る
中
・
高
校
生
が
お
運
び
を
手

伝
い
、
ご
奉
仕
デ
ビ
ュ
ー
を
果
し
、
好
評
で
あ

っ
た
。
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
お
茶
席
は
、

朝
か
ら
風
が
吹
く
た
び
に
木
の
花
桜
の
花
び
ら

が
舞
い
散
る
と
い
う
ま
た
と
な
い
観
桜
茶
席
と

な
り
、
ご
入
席
さ
れ
た
教
主
様
は
、
大
変
お
喜

び
な
ら
れ
、
一
碗
を
楽
し
ま
れ
た
ご
様
子
で
あ

っ
た
。
教
主
様
は
、
そ
の
後
、
添
釜
の
ご
奉
仕

の
全
員
と
記
念
の
写
真
に
入
っ
て
下
さ
り
、

一
同
に
と
っ
て
忘
れ
得
ぬ
一
日
と
な
っ
た
。

天
恩
郷
月
次
祭
添
え
釜
奉
仕
報
告

　

４
月
29
日（
土
・
祝
）10
時
よ
り
、
四
代
様
を

偲
び
、
22
年
目
の
毎
年
祭
遥
拝
祭
を
執
行
致
し
ま

す
。
多
数
ご
参
拝
下
さ
い
。

●
四
代
教
主
毎
年
祭
遥
拝
祭
ご
案
内

●
分
割
道
場
修
行
の
お
知
ら
せ

　

来
た
る
６
月
25
日
（
日
）、
７
月
1
日
（
土
）

〜
2
日
（
日
）
に
、
分
割
道
場
修
行
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
大
道
場
修
行
の
１
日
目
か
ら
3
日

目
ま
で
を
、
大
阪
本
苑
に
て
受
講
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
引
き
続
き
４
日
目
、
５
日
目
を
本

部
で
受
講
し
て
終
了
と
な
り
ま
す
。

本
部
講
師
に
吾
郷
特
命
宣
伝
使
、
松
永 

梅
男

先
生
、
堤 

峻
を
お
迎
え
し
て
開
催
し
ま
す
。

特
に
来
年
度
、
宣
伝
使
を
拝
命
予
定
の
方
は

ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

必
須
条
件
と
し
て
、
3
年
以
内
に
道
場
修
行

終
了
の
証
が
必
要
で
す
。

奮
っ
て
ご
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

●「
令
和
5
年
生
き
が
い
公
開
講
座
」予
告

6
月 

巨
人　
出
口
王
仁
三
郎

　
　
　
〜
み
ろ
く
の
世
〜

　
　
　
末
延　
隆
利　
大
阪
本
苑
特
任
宣
伝
使

　

出
口
王
仁
三
郎
師
は
、人
に
は
そ
れ
ぞ
れ
に

天
命
が
あ
り
、世
の
中
や
国
を
整
え
治
め
る
使

命
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。各
自
は
、自
己
の
天
命

に
生
き
る
こ
と
こ
そ
最
も
愉
快
と
満
足
を
感
じ

得
る
よ
う
造
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

「
天
命
を
知
っ
て
人
事
を
尽
く
す
」を
学
び
ま
す
。

8
月 

人
は
死
ん
だ
ら
ど
う
な
る
の
！

　
　
　
〜
あ
の
世
は
在
る
の
？
〜

　
　
　

乾　
清
高　
大
阪
本
苑
参
事

10
月 

神
と
人
と
の
関
係

　
　
　
〜
神
と
は
何
か
！
人
と
は
何
か
！
〜

　
　
　
田
辺 

嘉
一　
大
阪
本
苑
特
任
宣
伝
使

12
月 

芸
術
は
宗
教
の
母
な
り

　
　
　
〜
大
自
然
は
神
の
芸
術
で
あ
る
〜

　
　
　

神
門 

明
子　
大
阪
本
苑
参
事

 

4
月
1
日（
土
）第
3
回
は「
大
本
の
神
示
と
世

界
の
将
来
」「
出
口
な
お
の
預
言・警
告
」と
題
し

浅
田 

秋
彦　

人
類
愛
善
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

大
阪
協
議
会
名
誉
顧
問
に
よ
り
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ「

人
類
愛
善
会
大
阪
チ
ャ
ン
ネ
ル
」で
配
信
を
開

始
し
ま
し
た
。未
信
徒
の
方
、家
庭
内
未
信
徒
、

未
自
覚
信
徒
の
方
の
聴
講
を
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

第
3
回「
令
和
5
年

　
生
き
が
い
公
開
講
座
」配
信

●
毎
月
冠
沓
句
の
募
集
と
発
表

　

句
題
は
毎
月
次
祭
時
に
発
表
。

次
月
の
月
次
祭
時
に
入
賞
者
を
発
表
し
ま
す
。

賞
品
あ
り
。用
紙
は
自
由
で
す
。（
F
A
X
可
）

分
所
、支
部・氏
名
を
お
書
き
下
さ
い
。

締
め
切
り
は
月
末
で
す
。沢
山
の
ご
応
募
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　

芸
術
部

【
3
月
の
冠
沓
句
】（
敬
称
略
）　

集
句　

31
句

天 

位
　
　
　
三
島
分
所
　
矢
野
義
男

　
あ
た
た
か
な
人
は
誠
の
道
の
人

 

◆ 

4
月
の
冠
沓
句
句
題 

◆

冠
句　
う
る
は
し
き
、細
や
か
な
、、空
高
く

沓
句　
変
わ
り
ゆ
く

●
第
20
回
少
年
大
本
少
年

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
お
知
ら
せ

【
テ
ー
マ
】【
画
材
】【
技
法
】
自
由

【
サ
イ
ズ
】
画
用
紙
四
つ
切
り
（
54
㎝
×
38
㎝
）

　
　
　
　

縦
、
横
ど
ち
ら
で
も
可

【
展
示
】
5
月
3
日
〜
4
日
亀
岡
天
恩
郷
に
展
示

【
応
募
方
法
】
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
用
紙
を

　
　
　
　
　

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い

【
応
募
先
】
京
都
府
亀
岡
市
天
恩
郷
大
本
青
年
部

　
「
第
20
回
少
年
大
本
少
年
絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

【
締
切
】
4
月
20
日
（
木
）
必
着



本苑春季大祭・入試感謝奉告祭
春のレクリエーション
総代会・全国愛善歌オンライン奉納収録
祭服クリーニング
大阪本苑書道部
大宗連事務担当者会議
謡「大本心謡会」
宣教部会【リモート】
常設講座「死んだらどうなるの？」
松山献労
分所支部月次祭
エス語講習会（初級文法）
謡「大本心謡会」
エス語同好会
参事会
常設講座「人は何のために生きているの」
乙姫様月次祭
お　茶
松山献労
四代様毎年祭遥拝祭
運営委員会

エス語講習会（初級会話）
教主生誕祭遥拝祭
三代教主・教主補聖誕祭遥拝祭
謡「大本心謡会」
みろく大祭遥拝祭
常設講座「神と人との関係」【中止】
松山献労
お　茶
松山献労
霊界物語拝読会【中止】
短歌会
誠心会幹事会
メディア制作室配信準備
祭典リハーサル
本苑月次祭
（準備・掃除）神路・梅の宮・河内長野
分所支部長会議
文化教室（お茶、謡、着付け、エス語入門、役割拝読会）

AM

AM
PM

PM
PM

AM

PM
PM
PM
PM

PM
AM
AM
AM
PM

PM
AM

PM
AM

AM
AM
AM
PM
PM
PM
PM
PM
AM

10:00

10:00
1:00

2:30
7:00

9:00

1：30
2:30
1:00
7:00

1:00
10:00
9：00
10:00
7:00

1:30
10:00

2:30
10:00

9:00
10:00
9:00
2:00
1:00
1:30
9:00
7:30
10：00

4月9日(日)

11日(火)

12日(水)
13日(木)
14日(金)
15日(土)

16日(日)
18日(火)
20日(木)
21日(金)

22日(土)

26日(水)
29日(土)

5月2日(火)
4日(木)

5日(金)
6日(土)

10日(水)
11日(木)

13日(土)

14日(日)

新型コロナウイルス感染症拡大の状況により変更になる可能性があります。

●4月～5月 (一部)  行事予定 本
苑
所
蔵 

お
作
品
紹
介

本 

苑 

日 

誌 （
3
月
）

令和5年4月9日(4) 大阪本苑だより

2
日

3
日

4
日

5
日

7
日

8
日

9
日

11
日

12
日

14
日

15
日

16
日

17
日

18
日

19
日

21
日

22
日

23
日

24
日

25
日

26
日

31
日

謡「
大
本
心
謡
会
」【
中
止
】

運
営
委
員
会

常
設
講
座

松
山
献
労（
6
人
）

企
業
繁
栄
祈
願
祭（
47
人
）

エ
ス
語
講
習
会（
5
人
）

お　

茶（
8
人
）

松
山
献
労（
4
人
）

霊
界
物
語
拝
読
会【
中
止
】

謡「
大
本
心
謡
会
」（
5
人
）

短
歌
会（
9
人
）

誠
心
会
幹
事
会

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備

祭
典
リ
ハ
ー
サ
ル

本
苑
月
次
祭・ひ
な
祭
り（
1
6
1
人
）

分
所
支
部
長
会
議

文
化
教
室（
45
人
）

祭
服
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

本
苑
書
道
部（
12
人
）

お　

茶（
10
人
）

謡「
大
本
心
謡
会
」（
5
人
）

宣
教
部
会【
リ
モ
ー
ト
】

常
設
講
座

松
山
献
労【
中
止
】

乙
姫
様
月
次
祭（
55
人
）

分
所
支
部
月
次
祭

エ
ス
語
講
習
会（
5
人
）

お　

茶（
11
人
）

浄　

書【
中
止
】

謡「
大
本
心
謡
会
」【
中
止
】

エ
ス
語
同
好
会（
7
人
）

参
事
会

常
設
講
座

メ
デ
ィ
ア
制
作
室
配
信
準
備

祭
典
リ
ハ
ー
サ
ル

本
苑
春
季
慰
霊
大
祭（
1
4
4
人
）

な
に
は
づ
芸
術
文
化
祭

二
代
様
毎
年
祭
遥
拝
祭（
4
人
）

マイ箸
マイボトル
マイバック
マイ祝詞・讃美歌

貧困に終止符を打ち、
地球を守り、環境を保護し、
全ての人が平和と豊かさを
享受することができるよう
「誰一人取り残さない」

SDGs

神
饌
物
献
納
御
礼

　

3
月
祭
典（
本
苑
・
乙
姫
様
）に
は
左
記
の
方

々
よ
り
神
饌
物
を
献
納
頂
き
ま
し
た
。

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

○ 

岡
尾　

由
貴 

様　
（
玉　

川
）

　

○ 

和
歌
山　

松
山　
ミ
カ
ン

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、本

苑
の「
祝
詞
と
讃
美
歌
」の
使
用
を
し
ば
ら
く
中

止
し
ま
す
。つ
き
ま
し
て
は「
マ
イ
祝
詞
・
マ
イ

讃
美
歌
」を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。」

●
み
手
代
お
取
次

○
4
月
春
季
大
祭　
　

西
野　

 

泰　
　

宣
伝
使

○
5
月
月
次
祭　
　
　

西
野　

 

秀
味　

宣
伝
使

○
6
月
月
次
祭　
　
　

小
佐
　々

 

明　

宣
伝
使

○
7
月
月
次
祭　
　
　

西
野　

 

春
光　

宣
伝
使

 

※
お
取
次
ご
希
望
の
方
は
事
務
所
ま
で
申
し
出
て
下
さ
い
。

大本大阪本苑大本大阪本苑

ホームページホームページ

人類愛善会大阪人類愛善会大阪

　

本
年
9
月
17
日
に
行
わ
れ
る
E
P
A
１
０
０

周
年
記
念
の「
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
歌
祭
」の
た
め
エ

ス
語
献
詠
歌
を
作
る
に
は
、ひ
な
ぶ
り
調
の
朗

詠
に
合
わ
せ
る
た
め
リ
ズ
ム
を
整
え
る
必
要
が

あ
り
、い
く
つ
か
決
ま
り
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
に
つ
い
て
本
苑
月
次
祭
後
の
エ
ス
語
文
化

教
室（
別
館
の
台
所
）に
て
講
習
し
ま
す
。ま
た

エ
ス
語
短
歌
の
添
削
、相
談
も
受
け
付
け
ま
す

の
で
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

エ
ス
語
献
詠
歌
を
送
り
ま
し
ょ
う
！

新
入
信
徒
ご
紹
介

(

敬
称
略)

佐
伯　

明
寿
華（
あ
す
か
）
30
歳【
三
島
分
所
】

瑞月焼王仁作茶碗
銘「玉垣」直日

 「なにはづ」
紅 銘

【　

作　

】　

聖
師
様

【
お　

軸
】　

古
川
の
邊
り
に
一
人
の
神
現
わ
る

　
　
　
　
　

 

月
の
輪
萩
の
山　
　
（
空
海
作
）


